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第446号
主 な 記 事

１面 被災者の医療費窓口負担　来年も免除継続

２面 被災された方への医療費負担に係るアン
ケート調査結果

３面
高橋比奈子衆議院議員との懇談、危機的状
況を打開し保険で良い歯科医療の実現を！
義歯ネーム入れ開催、社保だより

４面 国の体制が足かせに、町家見学と酒造見
学、予防接種助成広がる、理事会だより

　

桂
枝
雀
の
落
語
か
ら
：

え
ー
、
お
金
は
さ
み
し
が
り

や
だ
と
い
い
ま
す
。
あ
る
と

こ
ろ
に
集
ま
ろ
う
と
し
、
な

い
と
こ
ろ
か
ら
は
す
ぐ
出
て

い
き
ま
す
。
１
万
円
札
で
も

「
１
枚
立
ち
」
出
来
ま
せ
ん
。

「
さ
び
し
い
な
あ
、
沢
山
い
る

と
こ
ろ
に
飛
ん
で
行
こ
う
」

と
し
ま
す
。
な
の
で
沢
山
の

お
金
を
集
め
よ
う
と
思
え
ば
、

ま
ず
は
た
ー
く
さ
ん
の
お
金

を
集
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

　

し
か
し
、
な
い
と
こ
ろ
か

ら
絞
り
出
そ
う
と
消
費
税
。

一
方
で
所
得
税
は
か
つ
て
の

最
高
70
％
か
ら
今
は
40
％
と

超
高
額
所
得
者
優
遇
、
し
か

も
超
高
額
所
得
者
は
実
質
10

数
％
し
か
所
得
税
を
払
わ
ず

（
財
務
省
の
情
報
）。
そ
し
て

大
企
業
に
有
利
な
法
人
税
の

切
り
下
げ
。「
受
益
者
負
担
」

を
増
や
す
＝
個
人
負
担
が
増

え
て
、
世
界
医
師
会
が
リ
ス

ボ
ン
宣
言
で
掲
げ
た
「
公
平

な
医
療
」
は
ま
す
ま
す
遠
ざ

か
り
ま
す
。

　

富
裕
層
に
少
し
で
も
愛
国

心
な
る
も
の
が
あ
る
の
な
ら
、

こ
ぞ
っ
て
国
に
カ
ン
パ
す
る

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
民
党
は
二
枚
舌
。
富
裕
層

の
税
負
担
を
上
げ
れ
ば
彼
ら

は
海
外
に
逃
げ
る
と
言
っ
て

反
対
し
た
の
は
前
の
石
原
幹

事
長
。
自
民
党
は
富
裕
層
に

は
愛
国
心
を
求
め
ず
、
貧
困

層
に
は
求
め
る
。
自
民
党
は

汚
い
。
富
裕
層
の
カ
ン
パ
が

得
ら
れ
な
い
な
ら
、
実
質
最

高
所
得
税
を
今
す
ぐ
70
％
に

す
る
べ
き
で
す
。

　
岩
見

は  

り

　
10
月
15
日
、
達
増
知
事
は

県
と
し
て
来
年
１
月
以
降
も

被
災
者
（
国
保
と
後
期
高
齢

者
）
の
医
療
費
窓
口
負
担
免

除
を
継
続
す
る
と
表
明
し
ま

し
た
。
継
続
期
間
は
来
年
12

月
末
日
ま
で
の
１
年
と
し
、

そ
の
後
に
つ
い
て
は
改
め
て

判
断
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
協
会
で
は
県
に
対
し
、

免
除
を
継
続
す
る
よ
う
求
め

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会

請
願
の
取
り
組
み
も
行
っ
て

お
り
ま
し
た
。

　
被
災
者
の
医
療
費
窓
口
負
担

　
　
来
年
も
免
除
継
続

東日本大震災の被災者の医療費窓口負担の免除継続を求め
る請願

　東日本大震災により被災された国民健康保険（以下「国保」という）及び後期高
齢者医療制度の被保険者の医療費窓口負担の免除が本年 12 月末日で終了し、来年
1 月より通常の負担が発生します。
　当協会で被災された方々を対象に本年 8 月、9 月に行ったアンケート調査では、
負担が発生した後どうするかの問いに対し、「通院回数を減らす」、「通院できない」、

「分からない」があわせて 51.3％に上りました。また、社会保険（以下「社保」と
いう）の被保険者は 2012 年 2 月に国の免除が打ち切られましたが、打ち切り後、「通
院回数を減らした」、「通院できなくなった」が 43.6％になりました。この結果から、
国保や後期高齢者医療制度の自己負担が発生すれば、社保同様の事態となることが
予想されます。またアンケートの意見には「住宅ローン、震災後の事業再建の借入
の支払い、住宅再建などを考えると治療が続けられるか不安」「国保だけではなく
社保も免除して欲しい」などの切実な声が 738 件寄せられました。
　岩手県復興局生活再建課によれば、県内では８月末日時点で 36,041 名の方が仮
設住居暮らしを余議なくされています。事業所の再開や雇用の確保も道半ばです。
住宅の高台移転もほとんど進んでいません。新たな住宅建設には費用もかかります。
そのような中で窓口負担が発生すれば、必要な受診が妨げられ健康をさらに悪化さ
せる恐れがあります。
　つきましては、被災された方の健康保持のため、下記の項目について請願致しま
す。

請願項目
１．岩手県は、被災された方の医療費窓口負担免除に係る補助を 2014 年 1 月以

降も継続して下さい
２．国において、被災された方の医療費窓口負担免除に係る費用の全額を補助する

よう、国に対し意見書を提出して下さい
３．国において、被災された社保の方の医療費窓口負担の免除を復活するよう国に

対し意見書を提出して下さい

通
院
に
支
障
　
４
割
超
え

被
災
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　

当
協
会
が
８
〜
９
月
に

被
災
さ
れ
た
方
に
対
し
て

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

２
２
７
９
通
の
返
信
が
あ
り

ま
し
た
。
４
割
を
超
え
る
方

が
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
が

発
生
し
た
場
合
、
通
院
回
数

を
減
ら
し
た
り
通
院
を
や
め

た
り
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
（
詳
細
は
２
面
）。

　
現
在
、
窓
口
負
担
が
免
除

さ
れ
て
い
る
国
保
加
入
者
と

後
期
高
齢
者
医
療
の
方
で
、

負
担
が
発
生
し
た
場
合
「
通

院
回
数
を
減
ら
す
」
が
34
％
、

「
通
院
で
き
な
い
」は
11・８
％

で
し
た
。

　
ま
た
、
既
に
免
除
を
打
ち

切
ら
れ
た
社
保
の
方
に
つ
い

て
は
、
負
担
発
生
後
「
通
院

回
数
を
減
ら
し
た
」
が
33
・

２
％
、「
通
院
で
き
な
く
な
っ

た
」
が
10
・
４
％
で
し
た
。

　
国
や
県
に
対
す
る
意
見
で

は
「
今
後
の
生
活
は
不
安
だ

ら
け
。
通
院
を
や
め
れ
ば
命

に
か
か
わ
る
が
、
通
院
す
る

こ
と
で
生
活
は
貧
し
く
な
っ

て
い
く
気
が
す
る
」「
医
療
費

免
除
に
つ
い
て
は
、
ど
ん
な

に
か
心
や
経
済
面
で
助
か
っ

て
い
る
こ
と
か
。
延
長
を
希

望
し
ま
す
」
な
ど
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

多
数
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
報
道

　
10
月
７
日
、
県
庁
内
の
記

者
ク
ラ
ブ
に
て
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
記
者
発
表
し
ま
し
た
。

坂
副
会
長
は
「
消
費
税
増
税

も
控
え
、
被
災
地
で
は
医
療

費
を
切
り
詰
め
な
け
れ
ば
生

活
で
き
な
い
人
が
出
て
く
る

深
刻
な
事
態
が
予
想
さ
れ
る
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
に
つ

県
議
会
・
市
町
村
議
会
で

　
　
　
　
　
　
　
　
請
願
採
択

　
10
月
７
日
、
免
除
の
継
続

を
求
め
る
請
願
を
県
議
会
に

提
出
し
ま
し
た
。
小
山
田
副

会
長
は
千
葉
伝
議
長
に
対
し

「
被
災
者
の
健
康
を
守
る
た

め
、
県
議
会
か
ら
も
声
を
あ

げ
て
ほ
し
い
」
と
求
め
ま
し

た
。

　
県
議
会
は
10
月
11
日
、
全

会
一
致
で
当
協
会
の
請
願
を

採
択
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
提
出
し
た
９
つ
の

沿
岸
市
町
村
議
会
も
釜
石
市

議
会
を
除
き
全
て
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

◎
採
択
し
た
議
会

　
県
議
会
、
陸
前
高
田
市
議

会
、
大
船
渡
市
議
会
、
大
槌

町
議
会
、
山
田
町
議
会
、
宮

古
市
議
会
、
岩
泉
町
議
会
、

田
野
畑
村
議
会
、
野
田
村
議

会
。

千
葉
県
議
会
議
長
に
請
願
書

を
手
渡
す
坂
副
会
長
（
中
央
）

と
小
山
田
副
会
長
（
右
）

（
県
議
会
議
長
室
に
て
）

記者発表でアンケートはがきを持ちながら説
明する小山田副会長（県庁記者クラブにて）

アンケート結果が多数報道された

朝日新聞 10 月８日付

岩手日報

岩手日日新聞 10 月８日付

毎日新聞 10 月８日付

しんぶん赤旗 10 月 12 日付 朝日新聞
2013 年 10 月 10 日付

しんぶん赤旗2013 年 10 月 9 日付

い
て
は
岩
手
日
報
、
朝
日
新

聞
、
岩
手
日
日
新
聞
、
毎
日

新
聞
、
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
で
掲

載
さ
れ
た
他
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー

ス
・
ラ
ジ
オ
で
報
道
さ
れ
ま

し
た
。
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被災された方への医療費負担に係るアンケート調査結果
調査の目的
１．医療費窓口負担の免除が 12 月末日で打ち切られる予定の国保と

後期高齢者医療の方の実態を捉えること。
２．国が 2012 年 2 月に免除を打ち切った社保の方の受診状況を捉

えること。
調査期間：2013 年 8 月 12 日～ 2013 年 9 月 30 日
対　象　者：東日本大震災で被災し、通院されている方
対象地域：岩手県全域
アンケート用紙配布先：仮設住宅群、会員医療機関、沿岸県立病院

約 21,000 通
回収枚数：2,279 枚

１．病名または診療科について
　　診療科

◎　病名で最も多かったのが「高血圧」31.7％で、「糖尿病」12.5％、「歯
科疾患」9.7％が続きました。

　　県庁健康国保課の調査でも、地域によって B M I（肥満度）、血圧、
脂質異常、肝機能の数値が上昇しており、この要因として同課では、
食べ過ぎやアルコールの飲み過ぎ、喫煙、過度なストレスがあると考
えられるとしています。そして、食生活・運動習慣の改善のための保
健指導などの支援を継続して行っていく、としています。

２．医療費の窓口負担が免除されている方へ。
　来年 1 月から負担が発生した場合、どのようにされますか？（1 つに○）

◎　1 月からの負担発生後は
「これまで通り通院する」が
48.7％でした。一方、「回数
を減らす」「通院できない」

「分からない」を合わせると

４．国や県に対しての意見（抜粋）
（問２に回答した方＝免除を受けている方）　（Ｇは広報部）　　
1.		  医療費の免除が打ち切られると、毎月 1 万円ほどかかるので、ぜひ

延長をお願いします。
2.		  交通費1回3,000円かかりますので、医療費が免除されて大変助かっ

ております。
3.		  医療費が免除されているので、とても助かっています。特に子ども

がいるので、通院や体調を崩す事もよくあるので助かります。6 カ
月の赤ちゃんもいて自分は働けないので、免除が継続になれば助か
ります。

4.		  週 3 日の通院。仕事が出来ない、無職です。心配です。
5.		  仮設住宅に住んでいるが生活が安定するまでの間、もう少し助けて

欲しい。必ず通院しなければならないので、免除制度はとても助か
ります。仮設は体調もよくなく、ここにいる間は、制度を続けても
らえればありがたいです。

6.		  未だに仮設住まい、生活に密着しているものが、ドンドン値上げさ
れている中、都合のいい話かもしれませんが、もう少し免除期間が
長くなればと思っています。

7.		  年をとってくると病院に行く機会が多くなり、2 度の免除延長とい
うのも被災地の自分たちにとって、ありがたく皆様の努力に大変感
謝しております。

8.		  65 歳に年金生活になり、それとともに体調に不安な日々です。1 年
間に兄妹を癌で亡くし、生活費は切り詰めていますが、病気・入院
などに関しては、切り詰めようがないです。

9.		  現在、血圧の薬を飲んでいますが、薬代が高いと感じています。こ
のまま飲みつづけなければならないとすると負担に思います。

10.	障害（精神）等 3 級であるが、免除項目が少ない。収入もなく困っ
ている。とにかく出ていく金を減らすため、引きこもりにもなり、
病も悪化する。何とかして欲しい。

11.	医療費の免除の打ち切りはいずれ仕方がないと思うが、年金も下が
り、消費税も上がり、今後の生活は苦しくなる一方と思う。年金暮
らしであり、今後の生活は不安だらけ。通院をやめれば命にかかわ
るが、通院することで生活は貧しくなっていく気がする。

12.	現在の投薬のおかげで、症状も和らぎ、仕事が続けられています。
一生服用しなければならないと思うと精神的に落ち込みます。震災
後は、ますます仕事を一生懸命やらなければ財産を失った者は大変
です。この医療費免除については、どんなにか心や経済面で助かっ
ている事か。延長を希望します。

13.	国保の負担金が大きい。仕事がなく免除されているが国保税はきっ
ちり取られている。

14.	震災前、3 割負担でしたので医療費が高く、今免除で助かります。
家も仕事も失い仮設暮らしです。早くここから脱出し、医療費も税
金も支払う生活がしたい。

15.	免除制度のおかげで、通院も服用も中断せずに治療が続けられ年金
生活の私にとって命の綱です。

16.	会計はございません。と言われるのは恥ずかしい。でも毎月の治療代、
薬代は大きいです。

17.	寝たきりの母をショートステイ利用しながら、介護しています。1
月の利用料を年金で間に合うようにして欲しいです。

18.	病院、医院の数が不足のため、自覚症状があっても悪化するまでは
我慢します。良い医療を求めるには遠方に行く事になり、経済的に
大変。お金が無いものは生きるな！ということなのか、と思えてくる。
震災で生き残ったことが悲しくなってくる。

19.	70 歳から 75 歳未満の人にも、所得が低ければ 1 割負担に据え置い
て欲しい。

20.	免除は助かりました。国民年金月 35,000 円では心配です。

（問３に回答した方＝免除が打ち切られた方）
1.		  震災で家が全壊。今仮設住宅に住んでおり、4 か所の病院に通院し

ています。今社会保険ですが、今後免除されますように。
2.		  社会保険の医療費負担なので、生活が苦しくて大変です。薬は止め

るわけにはいかないので、なんとかならないでしょうか。
3.		  社保はあっという間に免除が終わってしまった。病院に行く回数を

減らすしかない。
4.		  国保だけ免除は納得がいかない。何の為に必死で働いているのか。

収入を増やしているのか考えてもらいたい。今後のお金がかかるた
めに、今がんばっているのに、体を壊したらどうしようもない。医
療費免除復活を望みます。

5.		  社保ですが免除が切れ困っています。収入が減り、病院へはひどく
なってから行きます。

意見　合計 738 件
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膚
科

外
科

歯
科

整
形
外
科

眼
科

内
科

37.2％

13.2％
10.5％

6.5％ 4.9％ 4.5％ 3.7％ 2.9％ 2.3％ 2.2％

0.0％
5.0％

10.0％
15.0％
20.0％
25.0％
30.0％
35.0％

27.6％

他
の
病
名
の
計

う
つ
病

狭
心
症

緑
内
障

喘
息

白
内
障

脳
梗
塞

高
脂
血
症

歯
科
疾
患

糖
尿
病

高
血
圧

31.7％

12.5％
9.7％

5.2％ 3.4％ 3.2％ 2.0％ 1.7％ 1.6％ 1.4％

　　病名

分からない
5.5％

これまで通り
通院する
48.7％

通院する回数
を減らす
34.0％

通院できない
11.8％

これまで通り
通院した
53.2％

通院回数
を減らした
33.2％

通院できなく
なった
10.4％

その他 3.2％

51.3％で、半数以上の方がこ
れまで通り通院できないと回
答しています。

３．免除が打ち切られた方へ。打ち切り後について。（1 つに○）
◎　負担発生後に「これまで通

り通院した」が 53.2％でした。
一方、43.6％の方が「回数を
減らした」「通院できなくなっ
た」と回答しました。負担発
生が、受診抑制を引き起こし
たことは明らかです。
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10
月
20
日
、
滝
沢
村
の
介

護
老
人
保
健
施
設
「
カ
ル
モ

ナ
」
に
て
「
10
・
８
の
日
」

に
ち
な
み
岩
手
県
歯
科
技
工

士
会
と
の
共
同
で「
義
歯
ネ
ー

ム
入
れ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
技
工
士
会
は
小
泉
清
三
郎

会
長
・
池
田
斎
専
務
を
は
じ

め
16
名
、
当
会
よ
り
南
部
淑

文
副
会
長
、
黒
田
康
之
常
任

理
事
、
事
務
局
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
義
歯
へ
の
ネ
ー
ム
入
れ
は

事
前
に
希
望
の
あ
っ
た
入
所

者
21
名
、
37
床
に
対
し
行
い

ま
し
た
。
ま
ず
歯
科
医
師
が

義
歯
の
状
態
を
確
認
し
、
破

折
や
欠
損
部
分
が
あ
れ
ば
修

理
の
指
示
を
行
い
な
が
ら
、

取
り
違
え
が
無
い
よ
う
に

ネ
ー
ム
付
き
の
消
毒
用
容
器

に
保
管
。
そ
の
後
義
歯
洗
浄

液
を
用
い
超
音
波
洗
浄
器
で

消
毒
洗
浄
、
次
に
技
工
士
が

義
歯
に
ネ
ー
ム
を
は
め
込
む

部
分
を
削
り
、
予
め
用
意
し

た
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
は
め

込
み
、
最
後
に
研
磨
し
再
び

超
音
波
洗
浄
器
で
洗
浄
と
い

が
る
う
え
に
義
歯
が
き
れ
い

に
な
る
な
ど
入
所
者
や
施
設

の
職
員
な
ら
び
に
そ
の
ご
家

族
か
ら
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
先
般
の
東
日
本
大
震

災
に
お
い
て
は
、
岩
手
県
警

よ
り
岩
手
県
歯
科
技
工
士
会

に
対
し
、
ご
遺
体
に
装
着
さ

れ
た
ネ
ー
ム
入
り
の
義
歯
に

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
寄

せ
ら
れ
、
ネ
ー
ム
入
り
の
義

歯
が
身
元
判
明
の
重
要
な
役

割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
当
会
で
は
、
来
年
度
も
本

事
業
を
開
催
予
定
で
す
。
施

設
を
運
営
さ
れ
て
い
る
先
生

方
や
、
施
設
の
嘱
託
医
の
先

生
方
で
ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

い
れ 

　
　 

ば

　
10
月
７
日
、
盛
岡
市
内
に

て
高
橋
比
奈
子
衆
議
院
議
員

と
の
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

の
消
費
税
増
税
を
行
わ
な
い

こ
と
、
国
民
皆
保
険
の
崩
壊

に
つ
な
が
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加

し
な
い
こ
と
な
ど
を
要
請
し

ま
し
た
。

　
高
橋
議
員
は
、
医
療
や
環

境
、
食
の
安
全
等
に
関
し
て

積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
こ

と
を
紹
介
。
特
に
放
射
能
汚

染
の
問
題
、
原
発
に
頼
ら
な

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
に
つ
い

て
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
協
会
と
は
今
後
も
情
報
交

換
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
確

認
し
懇
談
を
終
え
ま
し
た
。

お口の中がきれいになって
取り違いも防げる！

義歯ネーム入れ開催

う
手
順
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
企
画
は
義
歯
ネ
ー
ム
入

れ
単
独
開
催
の
時
か
ら
数
え

る
と
今
回
で
12
回
目
（
歯
科

衛
生
士
会
と
の
共
同
に
よ
る

口
腔
ケ
ア
の
同
時
開
催
は
過

去
５
回
）
と
な
り
ま
す
。

　
本
事
業
は
、
義
歯
の
紛
失

や
取
り
違
い
の
防
止
に
つ
な

　
復
興
に
全
力
を
尽
く
す

高
橋
比
奈
子
衆
議
院
議
員
と
の
懇
談

当
協
会
は
、
坂
正
毅
副
会
長
、

小
山
田
榮
二
副
会
長
、
佐
藤

豊
常
任
理
事
、
事
務
局
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
高
橋
議
員
に

対
し
当
協
会

は
、
被
災
者
の

医
療
費
窓
口
負

担
免
除
を
国
が

責
任
を
持
っ
て

行
う
こ
と
、
社

会
保
障
の
抑
制

に
つ
な
が
る
社

会
保
障
国
民
会

議
の
中
身
を
改

善
す
る
こ
と
、

来
年
４
月
か
ら

高橋議員に要請書を手渡す坂副会長
（左から 2 人目）

社 保 だ よ り

点数Ｑ＆Ａ
－請求等のご質問について
　調べてお答えしております－

Ｑ
１　
「
退
院
時
」
に
診
療
計

画
の
作
成
、
患
者
へ
の
説

明
…
と
あ
る
が
、
説
明
す

る
医
師
や
患
者
の
家
族
等

の
都
合
で
、
そ
れ
ら
に
つ

い
て
、「
退
院
時
」
で
は
な

く
前
日
な
ど
で
も
可
能
か
。

Ａ
１　

考
え
方
と
し
て
は
、

必
ず
し
も
「
退
院
時
」
で

は
な
く
て
も
、
退
院
の
日

が
確
定
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
前
日
な
ど
で
も

可
能
で
す
。

Ｑ
２　

患
者
へ
の
説
明
は
、

医
師
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
。
看
護
師
な
ど
で

は
可
能
か
。

Ａ
２
　
患
者
へ
の
説
明
は
医

師
が
す
る
べ
き
で
す
。

　
（
Ａ
１
、
Ａ
２
と
も
東
北
厚

生
局
岩
手
事
務
所
よ
り
）

医
療
保
険
と
介
護
保
険

Ｑ　
介
護
の
療
養
ベ
ッ
ド
に

入
院
し
て
い
る
患
者
に
対

し
て
抗
が
ん
剤
の
注
射
を

行
っ
た
場
合
、
医
療
保
険

医  

科
在
宅
医
療

Ｑ　
在
宅
時
医
学
総
合
管
理

料
を
算
定
し
て
い
る
場
合
、

検
査
を
行
っ
た
際
に
検
査

料
は
請
求
で
き
る
か
。

Ａ　

請
求
可
能
で
す
。
検
査

料
は
所
定
点
数
に
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
。

入
　
院

　
地
域
連
携
診
療
計
画
退
院
時

指
導
料
の
算
定
要
件
に
つ
い
て

次
の
２
点
を
教
え
て
下
さ
い
。

で
請
求
が
で
き
る
か
。

Ａ　

介
護
療
養
型
医
療
施

設
（
認
知
症
病
棟
の
病

床
を
除
く
）
で
、
介
護
療

養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
の
う

ち
、
他
科
受
診
時
費
用

（
３
６
２
単
位
）
を
算
定

し
な
い
日
の
場
合
、
注
射

の
薬
剤
料
が
算
定
で
き
る

項
目
の
中
に
抗
が
ん
剤
は

含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、

算
定
は
で
き
ま
せ
ん
。
一

般
病
床
に
移
す
こ
と
で
請

求
は
可
能
で
す
。

届
　
出

Ｑ　
入
院
基
本
料
の
届
出
に

つ
い
て
。
様
式
５
の
２
「
院

内
感
染
防
止
対
策
に
係
る

内
容
」
の
「
委
員
会
の
構

成
メ
ン
バ
ー
」
が
一
人
変

わ
っ
た
が
、
改
め
て
届
出

が
必
要
か
。

Ａ　

メ
ン
バ
ー
の
変
更
に
よ

る
届
出
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。（
東
北
厚
生
局
岩
手

事
務
所
よ
り
）

　
10
月
27
日
、
東
京
で
「『
保

険
で
良
い
歯
科
医
療
』
の
実

現
を
求
め
る
請
願
署
名
」
を

お
願
い
す
る
街
頭
宣
伝
と

「〝
命
を
守
る
〞
保
険
で
良
い

歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め
る

10
・
27
歯
科
決
起
集
会
」
が

開
催
さ
れ
、
岩
手
か
ら
は
小

山
田
副
会
長
と
髙
田
常
任
理

事
、
事
務
局
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
午
前
11
時
か
ら
正
午
ま
で
、

有
楽
町
マ
リ
オ
ン
前
と
御
茶

の
水
駅
前
の
２
カ
所
に
分
か

れ
街
頭
宣
伝
を
行
い
、
通
行

人
に
チ
ラ
シ
や
歯
ブ
ラ
シ
、

キ
シ
リ
ト
ー
ル
入
り
ガ
ム
、

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど

を
配
布
し
５
２
８
筆
の
署
名

を
集
め
ま
し
た
。

  

小
山
田
副
会
長
と
髙
田
常

任
理
事
は
有
楽
町
マ
リ
オ
ン

前
で
の
街
頭
宣
伝
に
参
加
し
、

チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布
し
な
が

ら
署
名
を
呼
び
か
け
、
請
願

署
名
の
趣
旨
を
詳
し
く
説
明

し
理
解
を
求
め
ま
し
た
。
ま

た
、
小
山
田
副
会
長
は
弁
士

と
し
て
マ
イ
ク
を
握
り
、
現

在
の
被
災
地
で
の
歯
科
医
療

の
実
態
を
紹
介
し
、
被
災
地

へ
の
支
援
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、「
保
険
で
良
い
歯
科

医
療
」
の
実
現
と
、
被
災
地

に
お
け
る
窓
口
負
担
免
除
措

置
の
継
続
、
患
者
窓
口
負
担

の
軽
減
を
訴
え
ま
し
た
。

  

そ
の
後
、
港
区
ニ
ュ
ー
ピ

ア
ホ
ー
ル
に
て
決
起
集
会
が

開
催
さ
れ
、
歯
科
医
療
従
事

者
、
医
師
、
諸
団
体
、
来
賓
、

一
般
参
加
者
を
含
め
総
勢

３
３
９
名
が
参
加
し
、
熱
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

  

宇
佐
美
宏
保
団
連
歯
科
代

表
の
あ
い
さ
つ
に
は
じ
ま
り
、

全
日
本
民
医
連
の
江
原
雅
博

理
事
の
基
調
報
告
、「
各
地
各

団
体
か
ら
の
報
告
」
が
行
わ

れ
、
小
山
田
副
会
長
は
、「
被

災
さ
れ
た
方
に
対
す
る
医
療

費
負
担
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
集
計
結
果
に
つ
い
て
」

の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
登
壇
し
、

本
ア
ン
ケ
ー
ト
と
県
議
会
請

願
採
択
に
よ
り
国
保
患
者
の

医
療
費
窓
口
負
担
免
除
の
延

長
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き

た
と
い
う
報
告
な
ら
び
に
国

の
全
額
補
助
を
求
め
る
た
め

の
全
国
的
な
取
り
組
み
の
お

願
い
と
東
日
本
大
震
災
被
災

地
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
を
訴

え
ま
し
た
。

危
機
的
状
況
を
打
開
し

　
　
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
を
！街頭で訴える小山田副会長（中央）

歯 科
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10
月
６
日
、
町
家
見
学
と

あ
さ
開
の
酒
造
見
学
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
町
家
見
学
で
は
、
い
わ
て

観
光
お
も
て
な
し
マ
イ
ス

タ
ー
の
福
島
さ
ん
の
ガ
イ
ド

で
、
大
慈
寺
な
ら
び
に
原
敬

墓
所
、
青
龍
水
、
大
慈
清
水

お
休
み
処
・
大
澤
家
町
家
、

大
慈
清
水
を
巡
り
ま
し
た
。

普
段
何
気
な
く
通
っ
て
い
る

鉈
屋
町
界
隈
も
、
町
の
成
り

立
ち
や
、
各
所
の
由
来
を
伺

い
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
歩
き
、

い
つ
も
と
違
っ
た
視
点
か
ら

見
る
と
、
新
た
な
再
発
見
が

た
く
さ

ん
あ
り

ま
し
た
。

　

あ
さ

開
で
は
、

案
内
人

の
雫
石

さ
ん
の

ガ
イ
ド

で
、
麹
↓
酒
母
↓
も
ろ
み
と

三
回
に
分
け
て
造
る
「
三
段

仕
込
み
」
に
つ
い
て
、
南
部

杜
氏
に
よ
る
伝
統
の
手
づ
く

り
行
程
、
品
質
を
一
定
に
保

ち
大
量
生
産
す
る
た
め
新
鋭

設
備
で
行
う
近
代
工
程
を
見

学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
年
に

一
回
だ
け
し
か
行
わ
な
い「
木

桶
仕
込
み
」に
使
用
す
る「
木

鉈屋町界隈をいわて観光おも
てなしマイスターの福島さん
のガイドで散策

【
日
　
時
】

　
　
２
０
１
３
年

　
　
　
　
9
月
17
日
㈫

　
　
19
：
30
〜
21
：
10

【
場
　
所
】

　
　
盛
岡
フ
コ
ク
生
命
ビ
ル

会
議
室

【
出
席
者
】
役
員
、
事
務
局

併
せ
て
13
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１
、
２
０
１
３
年
８
月
期

報
告
並
び
に
９
〜
10
月

期
活
動
計
画
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
た

　
２
、
被
災
者
生
活
支
援
等

施
策
の
推
進
に
課
す
る

基
本
的
な
方
針
（
案
）

に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
提
出
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
た

　
３
、
新
た
な
会
員
区
分
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
検

討
す
る
こ
と
と
な
っ
た

　
４
、
放
射
能
汚
染
地
図
を

全
会
員
に
配
布
す
る
こ

と
に
な
っ
た

理
事
会
だ
よ
り 

９
月

　
本
紙
10
月
号
で
風
し
ん
ワ

ク
チ
ン
の
県
内
市
町
村
の
助

成
状
況
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
し
た
が
、
今
回
は
任
意
予

防
接
種
全
般
に
つ
い
て
調
査

し
た
結
果
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
は
、
県
内
市
町

村
の
約
半
数
が
助
成
を
行
っ

て
お
り
、
助
成
す
る
市
町
村

が
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す

（
詳
細
は
次
月
以
降
掲
載
予

定
）。

　
み
ず
ぼ
う
そ
う
と
お
た
ふ

く
か
ぜ
は
遠
野
市
、
葛
巻
町
、

金
ケ
崎
町
、
田
野
畑
村
が
助

予
防
接
種
　
助
成
広
が
る

桶
」
も
公
開
し
て
お
り
ま
し

た
。
こ
の
「
木
桶
」
は
大
変

貴
重
な
も
の
で
、
現
在
同
じ

も
の
を
作
れ
る
職
人
は
お
ら

ず
、「
木
桶
仕
込
み
」
を
行
う

酒
造
は
年
々
少
な
く
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
見
学
後
は
地
酒
物
産
館
で
、

あ
さ
開
の
駒
井
さ
ん
の
解
説

の
も
と
、
先
ほ
ど
見
学
し
た

行
程
で
造
ら
れ
た
「
非
加
熱

生
酒
・
無
ろ
過
・
無
加
水
蔵

出
し
大
吟
醸
生
原
酒
」、「
季

節
限
定
純
米
吟
醸
ひ
や
お
ろ

し
」、「
純
米
大
辛
口
水
神
」

梅
と
純
米
酒
で
造
っ
た〝
和
〞

の
リ
キ
ュ
ー
ル
「
梅
花
音
」、

岩
手
湯
田
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
を

つ
か
っ
た
お
酒「
よ
ー
ぐ
り
っ

ち
」
な
ど
を
無
料
試
飲
し
ま

し
た
。

　
他
に
有
料
試
飲
と
は
な
り

ま
す
が
、木
桶
仕
込
み
の
「
純

米
大
吟
醸
原
酒
木
桶
仕
込
み

源
三
」、
全
国
新
酒
鑑
評
会
で

平
成
以
降
全
国
最
多
十
八
回

金
賞
を
受
賞
し
て
い
る
「
大

吟
醸
金
賞
受
賞
酒
」、
山
田
錦

を
原
料
と
し
た
「
純
米
大
吟

醸
極
上
旭
扇
」
の
大
変
貴
重

な
お
酒
の
利
き
酒
セ
ッ
ト
も

格
安
で
試
飲
が
可
能
で
す
。

　
試
飲
後
は
併
設
レ
ス
ト
ラ

ン
に
て
、
こ
こ
で
し
か
飲
む

こ
と
の
で
き
な
い
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
（
地
ビ
ー
ル
）
と
前

述
の
利
き
酒
セ
ッ
ト
と
と
も

に
ラ
ン
チ
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
住
み
慣
れ
た

地
元
で
は
あ
っ
た
が
知
ら
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

新
し
い
発
見
が
あ
っ
て
良

か
っ
た
と
感
想
を
述
べ
ら
れ

て
お
り
ま
し
た
。

成
を
行
っ
て
い
ま
す
（
葛
巻

以
外
は
自
己
負
担
無
料
）。
ロ

タ
ウ
イ
ル
ス
は
大
船
渡
市
、

陸
前
高
田
市
、
葛
巻
町
、
住

田
町
で
行
っ
て
お
り
、
葛
巻

町
以
外
は
無
料
で
す
。
し
か

し
、
葛
巻
町
は
他
の
市
町
村

が
行
っ
て
い
な
い
上
記
３
つ

の
予
防
接
種
の
助
成
を
行
っ

て
お
り
、
子
育
て
支
援
が
手

厚
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
田
野
畑
村
で
は
助
成
し

て
い
る
予
防
接
種
全
て
が
自

己
負
担
無
料
と
な
っ
て
お
り
、

予
防
接
種
事
業
に
力
を
入
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

解説を聞きながら試飲

　
〜
地
元
の
魅
力
を
再
発
見
〜

　
町
家
見
学
と
酒
造
見
学

【みずぼうそう】

市 町 村 名 対　　象　　者 助　成　額 自 己 負 担 助成開始または
開始予定年月

7 遠 野 市 1歳以上就学前 集団接種ワクチン代 無料 2013年4月

15 葛 巻 町 ①１歳～就学前 4,000円 医療機関による（約4,000円） 2012年4月1日
②高校3年生 2013年4月1日

21 金 ケ 崎 町 町内に住所を有する満1歳～5歳未満 上限　10,000円 医療機関による（ほぼ0円） 2012年4月1日
27 田 野 畑 村 村内に住所を有する満1歳以上就学前 全額（7,000円） 無料 2011年8月

【おたふくかぜ】

市 町 村 名 対　　象　　者 助　成　額 自 己 負 担 助成開始または
開始予定年月

7 遠 野 市 1歳以上就学前 集団接種ワクチン代 無料 2013年4月

15 葛 巻 町 ①１歳～就学前 3,000円 医療機関による（約3,000円） 2012年4月1日
②高校3年生 2013年4月1日

21 金 ケ 崎 町 町内に住所を有する満1歳～5歳未満 上限　10,000円 医療機関による（ほぼ0円） 2012年4月1日
27 田 野 畑 村 村内に住所を有する満1歳以上就学前 全額（6,000円） 無料 2011年8月

【ロタ】

市 町 村 名 対　　象　　者 助　成　額 自 己 負 担 助成開始または
開始予定年月

3 大 船 渡 市 生後満6週以上24週以内の乳児 一回14,000円 無料 2012年1月1日
9 陸前高田市 生後6週～24週まで 14,000円 無料 2012年1月1日

15 葛 巻 町 ①ロタテック　生後6～32週未満
②ロタリックス　生後6～24週未満 21,000円 医療機関による（約8,000円） 2013年4月1日

23 住 田 町 生後6週～24週 全額 無料 2011年度

任意予防接種費用補助詳細 任意予防接種費用助成実施状況
（2013 年８月現在・岩手県保険医協会調査）

み
ず
ぼ
う
そ
う

お
た
ふ
く
か
ぜ

成
人
用
23
価
肺
炎
球
菌

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

風
疹
ワ
ク
チ
ン

Ｍ
Ｒ
（
風
疹
）
ワ
ク
チ
ン

合計（予定含む） 4 4 18 4 0 33

無料実施 3 3 3 3 0 4

1 盛 岡 市 ― ― ― ― ― ○

2 宮 古 市 ― ― ○ ― ― ◎

3 大 船 渡 市 ― ― ― ◎ ― ○

4 花 巻 市 ― ― ○ ― ― ○

5 北 上 市 ― ― ○ ― ― ○

6 久 慈 市 ― ― ― ― ― ○

7 遠 野 市 ◎ ◎ ― ― ― ○

8 一 関 市 ― ― ○ ― ― ○

9 陸前高田市 ― ― ― ◎ ― ○

10 釜 石 市 ― ― ○ ― ― ○

11 二 戸 市 ― ― ― ― ― ○

12 八 幡 平 市 ― ― ― ― ― ○

13 奥 州 市 ― ― ○ ― ― ○

14 雫 石 町 ― ― ― ― ― ○

15 葛 巻 町 ○ ○ ◎ ○ ― ○

16 岩 手 町 ― ― ― ― ― ○

み
ず
ぼ
う
そ
う

お
た
ふ
く
か
ぜ

成
人
用
23
価
肺
炎
球
菌

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

風
疹
ワ
ク
チ
ン

Ｍ
Ｒ
（
風
疹
）
ワ
ク
チ
ン

17 滝 沢 村 ― ― ― ― ― ○

18 紫 波 町 ― ― ○ ― ― ○

19 矢 巾 町 ― ― ― ― ― ○

20 西 和 賀 町 ― ― ― ― ― ○

21 金 ケ 崎 町 ◎ ◎ ○ ― ― ○

22 平 泉 町 ― ― ○ ― ― ○

23 住 田 町 ― ― ○ ◎ ― ○

24 大 槌 町 ― ― ○ ― ― ○

25 山 田 町 ― ― ○ ― ― ○

26 岩 泉 町 ― ― ― ― ― ○

27 田 野 畑 村 ◎ ◎ ◎ ― ― ◎

28 普 代 村 ― ― ◎ ― ― ◎

29 軽 米 町 ― ― ― ― ― ○

30 野 田 村 ― ― ○ ― ― ◎

31 九 戸 村 ― ― ― ― ― ○

32 洋 野 町 ― ― ○ ― ― ○

33 一 戸 町 ― ― ○ ― ― ○

記号はそれぞれ次の通り。◎：自己負担無料で実施、○：助成を実施、△：実施予定
実施予定で、実施年月・対象者・助成額等の詳細な記載がある場合は「○：助成を実施」とした

　

被
災
者
が
主
人
公
の
復

旧
・
復
興
を
め
ざ
す
「
全
国

交
流
集
会
」
が
10
月
13
〜
14

日
、
花
巻
温
泉
で
開
か
れ
ま

し
た
。
主
催
は
全
国
災
対
連

と
当
会
も
参
加
し
て
い
る
復

興
岩
手
県
民
会
議
等
３
県
の

団
体
で
構
成
す
る
実
行
委
員

会
で
す
。

　

冒
頭
、
陸
前
高
田
市
の

戸
羽
太
市
長
が
記
念
講
演

「『
海
と
緑
と
太
陽
と
の
共

生
・
海
浜
新
都
市
』
の
創
造

に
向
け
て
」
で
「
過
去
の
教

訓
か
ら
、
津
波
に
備
え
て
訓

練
も
し
て
い
た
し
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
も
各
家
庭
に
配
っ

国
の
体
制
が
足
か
せ
に

て
い
た
が
、
被
害
区
分
の
色

分
け
を
見
て
、
自
分
の
と
こ

ろ
は
大
丈
夫
だ
と
想
定
し
て

逃
げ
な
か
っ
た
人
も
い
た
」

と
、
情
報
の
発
信
や
受
け
止

め
方
の
難
し
さ
に
つ
い
て
話

し
ま
し
た
。

　
課
題
に
つ
い
て
は
、
震
災

直
後
、
経
産
省
を
通
じ
て
入

手
し
た
ガ
ソ
リ
ン
を
給
油
す

る
手
段
が
無
い
の
で
、
自
衛

隊
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

経
産
省
の
担
当
者
か
ら
「
自

衛
隊
に
給
油
を
頼
む
の
な

ら
、
ガ
ソ
リ
ン
は
防
衛
省
か

ら
も
ら
っ
て
、
手
配
し
た
分

は
返
却
し
て
く
れ
」
と
言

わ
れ
た
経
験
談
を
交
え
な
が

ら
、
国
の
体
制
が
凝
り
固
ま

り
す
ぎ
て
て
、
復
興
の
足
か

せ
に
な
っ
て
い
る
と
憤
慨
し

て
お
り
ま
し
た
。

　

将
来
の
陸
前
高
田
市
は
、

震
災
孤
児
と
な
っ
た
40
数
名

が
夢
を
持
て
る
町
、
障
害
者

が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
世

界
に
誇
れ
る
街
に
し
た
い
と

述
べ
て
お
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
参
加
者
２
８
１

名
は
、
計
10
個
の
分
科
会
に

お
い
て
活
発
に
討
論
を
行

い
、
ま
と
め
の
報
告
会
に
お

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

直
面
し
て
い
る
課
題
等
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。


